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平
成
26
年
第
４
回
12
月
定
例
会

補
正
予
算

条
例
等

2平成27年1月16日発行

　

一
般
会
計
な
ど
6
件
の
補
正
予

算
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

●　

平
成
26
年
度
六
戸
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　

補
正
理
由
は
、
衆
議
院
の
解
散

に
よ
り
、
衆
議
院
議
員
選
挙
の
執

行
経
費
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

に
８
３
２
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

第
４
回
12
月
定
例
会
は
、
12
月
５
日
か
ら
９
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
補
正
予
算
、
各
条
例
改
正
議
案
な
ど
町
長
か
ら

提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
報
告
１
件
、
議
案
18
件
、
六
戸
町
議
会
基
本
条
例
な
ど
２
件
の
議
員
提
出
議
案
を

審
議
し
、
す
べ
て
の
議
案
を
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
、
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
理
事
者
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

詳
し
く
は
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

六
戸
町
議
会
基
本
条
例
を
全
会
一
致
で
可
決

●　

平
成
26
年
度
六
戸
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
既
定
の
予
算

総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億

1
2
0
1
万
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
予
算
総
額
を
52
億
４
２
０
７

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
補
正

○
若
者
定
住
支
援
事
業　

20
万
円

○
定
住
促
進
新
築
住
宅
建
設
補
助

事
業　
　
　
　

１
１
２
０
万
円

　

条
例
の
改
正
な
ど
の
議
案
12
件

を
審
査
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

●　

六
戸
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
改
正

　

青
森
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を

考
慮
し
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

導
入
支
援
事
業　
　
　

96
万
円

○
保
育
所
運
営
費

　

２
８
０
２
万
円

○
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

４
５
４
万
円

○
除
雪
関
連
費　

２
９
８
４
万
円

○
大
曲
・
開
知
小
学
校
改
修
費　

３
３
３
万
円



議案等審査結果

議
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発
議

人
事

現

物

給

付
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第4回12月定例会
【補正予算】
○平成26年度六戸町一般会計補正予算（第3号） 原案可決＝全会一致

○平成26年度六戸町一般会計補正予算（第4号） 原案可決＝全会一致

○平成26年度六戸町国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号） 原案可決＝全会一致

○平成26年度六戸町下水道事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決＝全会一致

○平成26年度六戸町介護保険事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決＝全会一致

○平成26年度六戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 原案可決＝全会一致

【条例等】
○青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の増加及
び青森県市町村総合事務組合規約の変更について 原案可決＝全会一致

○六戸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決＝全会一致

○六戸町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決＝全会一致
○教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部を
改正する条例 原案可決＝全会一致

○六戸町議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例 原案可決＝全会一致

○六戸町災害対策本部条例の一部を改正する条例 原案可決＝全会一致

○六戸町防災会議条例の一部を改正する条例 原案可決＝全会一致

○六戸町民バス条例の一部を改正する条例 原案可決＝全会一致

○六戸町国民健康保険事業基金条例の一部を改正する条例 原案可決＝全会一致

○六戸町国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決＝全会一致

○六戸町子どもの医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 原案可決＝全会一致

○六戸町乳幼児医療費給付条例の一部を改正する条例 原案可決＝全会一致

【人事】
○六戸町教育委員会委員の任命について 原案同意＝全会一致

【議員発議】
○六戸町議会基本条例 原案可決＝全会一致
○軽度外傷性脳損傷に関する周知及び労災認定基準の改正などを
要請する意見書提出について 原案可決＝全会一致

●　

六
戸
町
子
ど
も
の
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
方
法
を
、

現
物
給
付
※
に
変
更
す
る
も
の
で

す
。

●　

六
戸
町
乳
幼
児
医
療
費
給
付

条
例
の
改
正

　

乳
幼
児
医
療
費
給
付
の
方
法
を
、

現
物
給
付
※
に
変
更
す
る
も
の
で

す
。

会 計 名 補 正 前 補 正 額 補 正 後
一般会計 51億2174万円 １億2033万円 52億4207万円
国民健康保険事業特別会計 13億4750万円 98万円 13億4848万円
下水道事業特別会計 2億9898万円 △850万円 2億9048万円
介護保険事業特別会計 13億1241万円 57万円 13億1298万円
後期高齢者医療特別会計 1億1034万円 4万円 1億1038万円

平成26年度各会計補正予算（いずれも全会一致で可決しました）

※　
　
　
　
　
　
　
　

と
は
、
お
金
で
は
な
く
直
接
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
給
付
を
受
け
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
病
院
を
受
診
し
た
際
に
一
度
お
金
を
支
払
い
、
役
場
福

祉
課
に
医
療
費
助
成
の
申
請
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

↑↑

　

こ
れ
か
ら
は
、
福
祉
課
に
「
受
給
資
格
証
」
の
交
付
申
請
を
し
、
病

院
、
薬
局
等
に
受
給
資
格
証
を
提
示
す
る
と
、
保
険
診
療
適
用
分
の
一

部
負
担
金
の
支
払
い
が
な
く
な
り
ま
す
。

●　

六
戸
町
教
育
委
員
会
委
員

　

種た
ね

市い
ち

正ま
さ

孝た
か

氏
（
下
吉
田
字
赤

田
）
が
平
成
26
年
度
12
月
18
日
で

任
期
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
同

氏
を
再
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

２
件
の
議
員
発
議
を
可
決
し
ま

し
た
。

●　

六
戸
町
議
会
基
本
条
例

　

六
戸
町
議
会
・
議
員
の
活
動
原

則
、
議
会
運
営
の
基
本
事
項
等
を

定
め
る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●　

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に
関
わ

る
周
知
及
び
労
災
認
定
基
準
の
改

正
な
ど
を
要
請
す
る
意
見
書
提
出

に
つ
い
て

　

産
業
民
生
常
任
委
員
会
へ
付
託

さ
れ
、
委
員
会
で
審
査
し
た
結
果
、

採
択
と
し
、
本
定
例
会
で
全
員
一

致
で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
ほ

か
政
府
関
係
機
関
な
ど
へ
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。



質
疑

●　

町
民
バ
ス
等
の
運
行
に
つ

い
て

●　

六
戸
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

●　

六
戸
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て
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青
森
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に

基
づ
き
、
平
成
19
年
度
以
来
の
給

与
月
額
勤
勉
手
当
等
支
給
割
合
の

引
き
上
げ
の
改
正
で
す
。

　

こ
れ
は
、
人
材
確
保
を
目
的
に

若
年
層
を
重
点
に
置
き
、
給
料
月

額
を
平
均
0
・
3
％
引
き
上
げ
る

も
の
で
す
。

問　

円
子
德
通
議
員

　

給
与
の
引
き
上
げ
に
伴
う
総
額

は
い
く
ら
か

答　

下
田
総
務
課
長

　

約
６
０
０
万
円
の
増
額
に
な
り

ま
す
。

問　

円
子
德
通
議
員

　

六
戸
町
の
経
済
状
況
を
踏
ま
え

る
と
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
各
種
経
済

政
策
の
恩
恵
は
地
方
に
は
行
き
届

い
て
お
ら
ず
、
特
に
当
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
関
係
の
収
入
も

大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
民
間
と
公
務

員
の
給
与
の
是
正
を
求
め
る
こ
と

を
前
提
と
し
た
人
事
院
勧
告
の
目

定
例
会

的
を
考
え
る
と
、
給
与
改
正
は
厳

し
い
も
の
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る

が
、
町
長
の
考
え
は

答　

町
長

　

実
際
の
社
会
の
情
勢
は
楽
観
視

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
職
員
は
地
域
を
動
か
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
行
政
改
革
に

よ
る
大
幅
な
人
員
減
と
業
務
の
増

加
で
、
実
際
の
職
員
状
況
は
過
去

に
比
べ
ア
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
状
態
で

頑
張
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

　

県
も
厳
し
い
中
で
あ
っ
て
の
対

応
、
町
と
し
て
も
牽
引
力
を
強
め

る
職
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
こ
と
で
提
案
し
ま
し
た
。

問　

高
坂
茂
議
員

　

若
者
に
手
厚
く
と
は
、
具
体
的

に
ど
こ
ま
で
が
若
者
で
、
ど
う
い

っ
た
内
容
で
改
正
さ
れ
る
の
か

答　

下
田
総
務
課
長

　

主
幹
以
下
の
若
手
職
員
は
０
・

３
％
の
引
き
上
げ
、
主
幹
以
上
の

職
員
は
、
据
え
置
き
で
す
。

問　

山
本
実
議
員

　

私
の
所
に
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
な
か
に
、
運
転
手
の
言
葉

遣
い
が
乱
暴
で
あ
る
、
運
転
が
荒

い
、
さ
ら
に
乗
車
し
座
席
に
座
る

前
に
発
進
し
、
危
険
な
思
い
を
し

た
等
が
あ
る
。
町
に
対
し
て
苦
情

は
あ
る
か

答　

下
田
総
務
課
長

　

具
体
的
に
町
に
は
苦
情
等
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問　

山
本
実
議
員

　

そ
の
よ
う
な
話
が
あ
る
の
で
、

調
べ
て
早
急
な
対
応
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

先
月
、
七
百
中
学
校
校
内
に
お

い
て
、
下
校
時
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
利
用
す
る
生
徒
と
運
転
手
と
の

間
で
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
会
か
ら
報
告
が
あ
り
承
知
し
て

い
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
内

容
か

答　

町
長

　

教
育
委
員
会
か
ら
経
緯
の
報
告

は
受
け
て
お
り
、
そ
の
後
の
経
過

も
聞
い
て
い
る
。
相
手
が
義
務
教

育
の
子
供
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
、

極
め
て
そ
う
い
う
態
度
は
よ
く
な

い
こ
と
で
、
し
っ
か
り
と
そ
の
後

の
対
応
、
指
導
を
す
る
よ
う
に
話

を
し
て
い
ま
す
。

問　

山
本
実
議
員

　

町
の
指
名
業
者
と
し
て
ふ
さ
わ

し
く
な
い
業
者
を
指
名
し
た
結
果

が
こ
の
よ
う
な
状
況
を
招
い
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
契
約
が
途
中

で
も
解
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
で
な
い
か

答　

町
長

　

こ
の
出
来
事
は
、
今
ま
で
に
な

い
大
変
な
出
来
事
で
す
が
、
離
れ

た
地
域
や
お
年
寄
り
、
高
齢
者
に

は
、
町
民
バ
ス
は
有
効
に
機
能
し

て
き
た
と
心
強
く
感
じ
取
っ
て
く

れ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
の
で
、

契
約
を
解
除
す
る
と
い
う
意
思
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問　

高
坂
茂
議
員

　

我
々
は
こ
の
提
案
理
由
の
説
明

だ
け
で
は
、
人
物
像
が
全
然
わ
か

ら
な
い
。
略
歴
等
資
料
の
提
出
を

求
め
た
い

答　

下
田
総
務
課
長

　

本
人
の
承
諾
を
得
る
段
階
で
は
、

履
歴
書
等
の
提
出
は
求
め
て
い
ま

せ
ん
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
が

あ
る
と
思
う
の
で
、
略
歴
等
の
提

出
は
で
き
な
い
と
考
え
ま
す
。

問　

高
坂
茂
議
員

　

履
歴
書
の
コ
ピ
ー
で
は
な
く
、

簡
単
な
略
歴
で
す
。
ど
こ
で
も
出

し
て
い
る
と
思
う
が
、
出
せ
な
い

規
定
が
あ
る
の
か
。

　

例
え
ば
、
選
挙
で
も
簡
単
な
略

歴
は
出
し
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
公
的
な

場
で
、
侵
害
に
は
な
ら
な
い
と
思

う
。
前
向
き
に
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い

答　

町
長

　

具
体
的
に
書
類
上
で
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
の
提
出
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

改
め
て
つ
く
る
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。



組
合
議
会
報
告

組
合
議
会
報
告

5 ろくのへ議会だより　No. 83

　

定
例
会
に
お
い
て
一
部
事
務
組

合
議
会
議
員
に
よ
る
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

◇
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合

　

平
成
26
年
第
２
回
議
会
定
例
会

が
、
11
月
26
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

案
件
は
、
認
定
６
件
、
議
案
14

件
で
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

同
意
第
４
号
で
は
、
十
和
田
地

域
広
域
事
務
組
合
教
育
委
員
会
委

員
に
新
井
田
秀
雄
氏
（
六
戸
町
）

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
第
１
号

で
は
、
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組

合
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
の
制
定
に
つ
い
て
、
六
戸
町

議
会
同
様
に
一
般
質
問
を
一
括
方

式
ま
た
は
一
問
一
答
方
式
の
い
ず

れ
か
で
行
う
も
の
と
し
た
。

　

そ
し
て
、
当
初
予
算
及
び
決
算

認
定
に
係
る
議
案
の
審
議
に
つ
い

て
は
、
質
問
の
回
数
に
制
限
を
設

け
な
い
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
会
議
に
先
立
ち
、
議

員
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
26

年
４
月
４
日
に
発
生
し
ま
し
た
六

戸
消
防
署
職
員
の
不
祥
事
に
つ
い

て
、
消
防
長
よ
り
謝
罪
が
あ
り
ま

し
た
。

　

内
容
は
、
パ
チ
ン
コ
店
内
に
て

他
人
の
財
布
を
盗
ん
だ
も
の
で
す
。

被
害
者
と
示
談
が
成
立
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
処
分
内
容
は
３
カ

月
の
停
職
処
分
、
今
後
に
お
い
て

は
綱
紀
粛
正
に
努
め
ま
す
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

そ
の
な
か
で
、
２
点
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

　

１
点
目
は
、
先
般
、
自
衛
隊
職

員
が
同
様
の
不
祥
事
を
起
こ
し
た

が
、
片
や
懲
戒
免
職
、
こ
ち
ら
は

３
カ
月
の
停
職
処
分
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
何
が
違
う
か
と
い
う
質

問
が
あ
り
、
十
和
田
地
域
広
域
事

務
組
合
の
処
分
は
、
国
の
処
分
方

法
に
の
っ
と
り
処
分
し
た
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　

自
衛
隊
職
員
に
つ
い
て
は
、
再

犯
で
あ
っ
た
た
め
、
厳
し
い
処
分

に
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

２
点
目
は
、
報
道
で
六
戸
消
防

署
に
勤
務
す
る
職
員
と
な
っ
て
い

る
が
、
十
和
田
市
採
用
か
六
戸
町

採
用
か
と
い
う
質
問
に
は
、
答
え

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　
　

報
告
者　

河
野
豊　

議
員

　
　
　

委　

員　

川
村
重
光

　
　
　
　
　
　
　

杉
山
茂
夫　
　

　
　
　
　
　

下
田
敏
美　
　

　
　
　
　
　
　
　

◇
上
北
地
方
教
育
・
福
祉
事
務

組
合

　

平
成
26
年
11
月
７
日
、
平
成
26

年
第
２
回
の
定
例
会（
決
算
議
会
）

を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月

に
臨
時
会
並
び
に
全
員
協
議
会
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

提
出
議
案
は
、
平
成
25
年
度
の

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
と
補
正

予
算
の
２
件
で
、
質
疑
終
了
後
に

原
案
の
と
お
り
認
定
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
25
年
度
決
算
は
、
一
般
会

計
の
決
算
歳
入
総
額
は
10
億

2
5
7
9
万
円
で
、
歳
出
総
額
は

10
億
1
5
8
万
円
で
す
。

　

７
月
15
日
に
臨
時
会
、
全
員
協

議
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
臨
時

会
で
は
一
般
会
計
の
補
正
予
算
に

関
す
る
案
件
１
件
で
、
全
員
異
議

な
く
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
員
協
議
会
で
は
、
理
事
長
よ

り
公
立
も
み
の
き
学
園
の
施
設
整

備
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
当
事

務
組
合
に
お
い
て
も
改
善
整
備
す

べ
き
と
の
結
論
を
得
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
協
議
会

で
は
、
１
月
の
予
算
議
会
に
お
い

て
一
般
質
問
の
中
で
、
改
築
す
べ

き
と
の
指
摘
が
さ
れ
た
経
緯
も
あ

り
、
全
会
一
致
で
改
築
作
業
に
取

り
か
か
る
こ
と
に
つ
い
て
了
承
し

ま
し
た
。

　

次
に
、
議
員
研
修
は
、
平
成
26

年
７
月
30
日
・
31
日
の
一
泊
二
日

で
、
函
館
市
椴と
ど

法ほ
っ

華け

村
高
齢
者
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
と
函
館
市
地
域

交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
２

件
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
行
政
視
察
は
知

的
障
害
者
施
設
が
中
心
で
し
た
が
、

今
回
の
総
合
的
な
高
齢
者
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
は
、
と
て
も
立
派
な

と
こ
ろ
で
し
た
。
こ
の
函
館
市
椴

法
華
村
は
、
多
く
の
町
村
が
合
併

し
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
立
派
な

施
設
で
す
け
れ
ど
も
、
市
内
か
ら

離
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

お
金
が
か
な
り
か
か
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

中
心
に
し
た
施
設
と
い
う
こ
と
で
、

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
、
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
で
す
が
、
指
定
管
理
の
や

り
方
、
あ
り
方
を
研
究
し
て
い
る

事
例
と
い
う
こ
と
で
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
少
し
福
祉
と
か
け
離
れ

て
い
ま
し
た
が
、
我
々
の
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

　
　

報
告
者　

高
坂
茂　

議
員

◇
十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務

組
合

　

平
成
26
年
11
月
11
日
、
平
成
26

年
第
２
回
十
和
田
地
区
環
境
整
備

事
務
組
合
定
例
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

提
案
さ
れ
た
案
件
は
、
認
定
１

件
、
議
案
２
件
で
あ
り
ま
す
。

　

認
定
第
１
号　

平
成
26
年
度
十

和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
は
、

歳
入
決
算
額
３
億
6
5
0
4
万
円

に
対
し
、
歳
出
決
算
額
３
億

5
0
8
0
万
円
で
す
。

　

議
案
第
５
号　

平
成
26
年
度
十

和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て
で
す
が
、
こ
の
補
正
は
、

歳
出
に
お
い
て
職
員
の
人
事
異
動

に
伴
う
給
与
費
を
追
加
し
、
歳
入

に
お
い
て
は
前
年
度
か
ら
繰
越
金

及
び
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を
追

加
し
た
た
め
の
も
の
で
す
。

　

な
お
、
監
査
委
員
か
ら
は
、
今

後
も
事
業
の
現
状
と
動
向
を
的
確

に
把
握
し
、
引
き
続
き
経
費
の
節

減
、
事
務
事
業
の
合
理
化
の
徹
底

に
努
め
、
地
域
住
民
の
快
適
で
住

み
よ
い
生
活
環
境
の
保
全
に
一
層

努
力
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で

あ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

報
告
者　

山
本
実　

議
員

組
合
議
会
報
告
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一
般
質
問
は
、
3
月
・
6
月
・
9
月
・
12
月
に
行
わ
れ
る
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
が
町
の
施
策
の
状
況
や
方
針
な
ど

に
つ
い
て
、
報
告
・
説
明
を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一問一答方式

平成27年度予算編成

新年度予算新たな施策は
緊急度の高い施策があれば検討 ― 町長

旧
十
和
田
電
鉄
廃
線
の
活
用

旧
七
百
駅
舎
跡
地
の

考
え
は

お
手
伝
い
を
模
索
・
検
討
―

町
長

こんな質問も
しました

女
性
管
理
職
の
登
用

■問　

役
場
管
理
職
に
女
性
の
積
極
的
登
用
を

答　

男
女
を
問
わ
ず
、
職
員
の
特
性
を
十
分
に
発
揮

し
、
活
躍
で
き
る
よ
う
職
員
の
配
置
を
し
て
い
る

高
こう

坂
さか

 　茂
しげる

議員

問
　

平
成
27
年
度
予
算

の
新
た
な
施
策
は

町
長
町
長　
国
・
県
の
動
向
を

見
な
が
ら
、
各
課
の

予
算
要
求
に
お
い
て
緊
急
度
、

重
要
度
の
高
い
施
策
が
あ
れ

ば
、
財
源
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
て
検
討
す
る
。
町
単
独

で
の
具
体
案
は
財
政
状
況
の

中
抑
制
し
て
い
る
。

問
　

人
口
減
・
少
子
化

対
策
の
取
り
組
み
は

町
長
町
長　
「
子
ど
も
医
療
費

助
成
」、「
若
者
定
住

支
援
事
業
」、
及
び
「
定
住

促
進
新
築
住
宅
建
設
補
助
事

業
」
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

問
　

太
陽
光
パ
ネ
ル
補

助
事
業
は

町
長
町
長　
平
成
26
年
度
で
終

了
と
な
っ
て
い
る
が
、

要
望
等
あ
れ
ば
総
合
的
に
判

断
し
た
い
。

問
　

通
学
路
の
白
線
引

き
、
歩
道
の
除
草
、

標
識
ポ
ー
ル
の
破
損
、
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
の
段
差
解
消
な
ど

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
状
況
は

町
長
町
長　
町
と
し
て
の
計
画

は
あ
る
が
、
対
応
す

べ
き
箇
所
と
し
て
捉
え
て
、

今
後
整
備
し
て
進
め
る
よ
う

指
示
し
て
い
き
た
い
。

問
　

町
民
の
健
康
増
進

の
た
め
、
町
の
遊
休

地
を
利
用
し
て
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
設
置
の
考
え
は

町
長
町
長　
貴
重
な
ご
意
見
と

し
て
伺
い
な
が
ら
、

活
用
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
、

多
角
的
に
検
討
し
た
い
。

問
　

町
は
、
少
子
化
・

人
口
減
対
策
と
し
て
、

「
少
子
化
対
策
課
」
を
設
け

る
考
え
は
な
い
か

町
長
町
長　
今
の
と
こ
ろ
考
え

は
な
い
。
町
全
体
各

課
に
相
通
ず
る
極
め
て
大
き

な
課
題
で
す
。
各
課
も
必
死

に
や
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
理

解
願
い
た
い
。

問
　

子
育
て
支
援
策
と

し
て
、
例
え
ば
3
人

目
の
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た

ら
、
所
得
税
（
住
民
税
）
の

減
免
制
度
な
ど
の
優
遇
策
を

設
け
る
考
え
は

町
長
町
長　
現
在
は
、
子
供
が

何
人
だ
と
非
課
税
に

す
る
と
い
う
ふ
う
に
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

問
　

今
年
度
の
コ
メ
価

格
下
落
に
伴
う
稲
作

農
家
へ
の
支
援
策
は

町
長
町
長　
町
内
の
米
価
の
減

収
分
は
2
億
い
く
ら

と
い
う
数
値
で
あ
り
、
私
ど

も
と
し
て
、
何
が
で
き
る
か

具
体
的
に
言
え
な
い
が
、
考

え
て
い
き
た
い
。

問
　

現
在
、
七
百
レ
ー

ル
フ
ア
ン
ク
ラ
ブ
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
こ
の
施

設
を
文
化
財
と
し
て
保
存
し

て
い
こ
う
と
活
動
し
て
い
る

が
、
町
と
し
て
支
援
す
る
考

え
は町

長
町
長　
今
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

の
民
間
団
体
等
か
ら
、

有
効
活
用
の
動
き
が
出
て
き

た
と
き
は
、
行
政
と
し
て
何

を
す
べ
き
か
判
断
し
た
い
。

問
　

こ
の
廃
線
跡
地
を

鉄
道
公
園
と
す
る
考

え
は

町
長
町
長　
や
は
り
、
十
和
田

電
鉄
さ
ん
が
主
導
を

し
て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
こ

の
歴
史
あ
る
鉄
道
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
か
、
ま
た
、
取

り
組
ん
で
い
く
か
が
筋
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
後
、
行
政

が
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
を
持

つ
か
を
考
え
る
。

旧七百駅跡地
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一問一答方式

母
ほ

良
ろ

田
た

 昭
あきら

議員

問
　

平
成
27
年
度
に
向

か
っ
て
、
農
業
の
主

要
施
策
は

町
長
町
長　
主
要
施
策
は
、
農

業
生
産
基
盤
の
一
層

の
充
実
を
進
め
る
た
め
に
、

県
営
六
戸
地
区
集
落
基
盤
整

備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
担
い
手
や
新
規
就

農
者
の
育
成
・
確
保
を
図
る

た
め
、
青
年
就
農
給
付
金
事

業
及
び
黒
毛
和
種
雌
子
牛
保

留
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
「
農
地

中
間
管
理
機
構
」
が
設
け
ら

れ
、
農
地
の
有
効
利
用
と
一

層
の
生
産
コ
ス
ト
削
減
を
図

る
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
実
施
に
当
た

り
、
面
積
に
応
じ
て
30
万
円

か
ら
70
万
円
の
経
営
転
換
協

力
金
等
が
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
平
成
27
年
度
予
算
に
お

い
て
実
施
し
た
い
。

　

ま
た
、
農
村
景
観
の
維
持

や
農
地
の
防
災
機
能
と
言
っ

た
農
業
農
村
の
持
つ
多
面
的

機
能
の
維
持
・
発
揮
の
た
め
、

地
域
内
の
農
業
者
が
共
同
で

農業問題

にんにくウィルスフリー種子
購入補助延長の考えは

26年度で事業を一時終了 ― 町長

取
り
組
む
農
地
や
水
路
の
草

刈
り
・
泥
上
げ
、
農
道
の
砂

利
敷
き
等
の
維
持
管
理
活
動

に
支
援
す
る
「
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
事
業
」
も
始
ま

っ
て
お
り
、
す
で
に
7
団
体

が
組
織
を
設
立
し
、
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
に
向
け
て
実
施
団

体
が
増
加
す
る
よ
う
周
知
を

図
り
な
が
ら
、
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
事
業
の
施
策
の

実
施
に
努
め
ま
す
。

問
　

に
ん
に
く
ウ
ィ
ル

ス
フ
リ
ー
種
子
購
入

補
助
の
延
長
す
る
考
え
は
な

い
か町

長
町
長　
「
イ
モ
グ
サ
レ
セ

ン
チ
ュ
ウ
」
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
平
成
24
年

度
か
ら
3
年
間
の
時
限
事
業

と
し
て
、
優
良
種
子
の
購
入

費
用
へ
の
助
成
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
を
延
べ
3
5
1

人
の
生
産
者
が
利
用
さ
れ
、

18
万
8
千
38
球
の
種
子
を
更

新
し
た
結
果
、
大
玉
で
高
品

質
な
に
ん
に
く
が
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
。
事
業
の
効
果
と

い
う
観
点
で
は
、
十
分
な
も

の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

従
っ
て
、
平
成
26
年
度
で

事
業
を
一
時
終
了
し
、
今
後

品
質
の
低
下
な
ど
が
発
生
し
、

必
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に

は
再
度
、
対
応
し
た
い
。

問
　

ト
ラ
ク
タ
ー
等
、

農
業
機
械
へ
の
助
成

の
考
え
は

町
長
町
長　
近
隣
の
自
治
体
で

は
、
担
い
手
農
業
者

の
生
産
性
向
上
及
び
経
営
安

定
を
目
的
と
し
て
、
農
業
用

機
械
、
農
業
生
産
設
備
や
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
の
購
入
費
に
対

し
て
補
助
し
て
い
る
。

　

当
町
と
し
て
は
、
意
欲
あ

る
担
い
手
、
新
規
就
農
者
の

育
成
・
確
保
等
に
つ
な
が
る

も
の
か
ど
う
か
を
見
極
め
な

が
ら
、
農
業
振
興
上
必
要
と

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
今
後

検
討
し
た
い
。

通
学
路
の
安
全
確
保

七
百
中
学
校
か
ら
岡
沼
線

の
県
道
に
歩
道
の
設
置
を

青
森
県
に
要
望
し
た
い
―

町
長

問
　

七
百
中
学
校
か
ら

岡
沼
線
の
県
道
に
歩

道
設
置
の
要
望
を
し
て
は

町
長
町
長　
青
森
県
に
対
し
ま

し
て
、
舗
装
道
路
の

維
持
補
修
や
道
路
視
距
改
良

等
に
合
わ
せ
て
、
歩
行
者
等

の
利
用
状
況
を
調
査
し
、
歩

道
の
設
置
も
要
望
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
　

七
百
か
ら
金
矢

（
権
現
沢
農
道
）
へ

の
街
路
灯
の
設
置
及
び
管
理

の
考
え
は

町
長
町
長　
こ
の
農
道
は
、
七

百
中
学
校
（
金
矢
地

区
11
名
）
の
生
徒
が
通
学
路

と
し
て
利
用
し
て
お
り
、
街

路
灯
も
な
く
非
常
に
暗
い
路

線
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

街
路
灯
を
設
置
す
る
に
は
、

電
柱
等
が
必
要
に
な
り
ま
す

が
、
こ
の
路
線
に
は
皆
無
で

あ
る
た
め
莫
大
な
経
費
が
か

か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

各
方
面
の
補
助
事
業
等
を
模

索
し
、
今
後
検
討
し
た
い
。

問
　

町
道
沖
山
・
岡
沼

線
へ
の
防
雪
柵
の
設

置
す
る
考
え
は

町
長
町
長　
町
内
に
は
吹
き
だ

ま
り
の
個
所
が
こ
の

路
線
を
含
め
て
数
ヶ
所
あ
り
、

そ
の
都
度
で
き
る
範
囲
内
で

対
応
し
て
い
ま
す
が
、
防
雪

柵
の
設
置
に
つ
い
て
も
、
相

当
な
経
費
を
要
す
る
た
め
各

方
面
の
補
助
事
業
等
を
模
索

し
、
今
後
検
討
し
た
い
。
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問
　

米
価
の
大
幅
な
下

落
に
対
し
、
町
の
支

援
策
が
あ
る
か

町
長
町
長　
現
在
、
収
入
を
補

て
ん
す
る
保
険
的
制

度
へ
の
加
入
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。
今
後
に
お
い
て
農
業

者
の
営
農
意
欲
を
維
持
し
、

米
の
生
産
確
保
に
つ
な
が
る

施
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

問
　

来
年
の
農
家
の
生

産
意
欲
を
高
め
る
た

め
に
も
、
主
食
用
米
生
産
に

あ
た
っ
て
種
も
み
に
助
成
金

を
出
し
て
は
ど
う
か

町
長
町
長　
種
も
み
へ
の
助
成

に
つ
い
て
は
、
今
後

の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問
　

経
営
所
得
安
定
対

策
交
付
金
の
早
期
支

払
い
の
状
況
は

町
長
町
長　
経
営
所
得
安
定
対

策
交
付
金
の
「
米
の

直
接
支
払
交
付
金
」
は
、
11

月
28
日
に
生
産
農
家
へ
交
付

し
て
お
り
、
飼
料
用
米
等
の

戦
略
作
物
助
成
金
や
に
ん
に

く
、
牛
蒡
等
の
産
地
交
付
金

に
係
る
「
水
田
活
用
の
直
接

支
払
交
付
金
」
は
12
月
12
日

に
交
付
予
定
で
す
。

問
　

六
戸
町
地
域
農
業

再
生
協
議
会
の
来
季

の
実
施
方
針
は

町
長
町
長　
六
戸
町
地
域
再
生

協
議
会
の
次
年
度
実

施
方
針
は
、
平
成
26
年
度
の

米
価
が
大
幅
に
下
落
し
た
こ

と
を
受
け
、
来
年
度
は
飼
料

用
の
作
付
と
収
入
を
補
て
ん

す
る
保
険
的
制
度
へ
の
加
入

推
進
に
努
め
ま
す
。

問
　

飼
料
用
米
の
作
付

を
増
す
考
え
だ
が
、

販
売
、
流
通
、
保
管
等
の
対

応
は
大
丈
夫
か

産
業
課
長

産
業
課
長　

も
み
に
よ
る

出
荷
は
難
し
い

が
、
玄
米
に
よ
る
出
荷
だ
と

保
管
場
所
等
の
心
配
は
予
想

さ
れ
な
い
。

問
　

地
域
間
調
整
金
で

購
入
し
た
機
械
等
の

財
産
管
理
の
現
状
と
使
用
者

の
範
囲
は

産
業
課
長

産
業
課
長　

地
域
間
調
整

金
は
、
地
域
農

業
再
生
協
議
会
の
会
計
で
管

道
路
問
題

未
整
備
・
未
舗
装
な

生
活
道
路
が
あ
る
が
対
策
は

計
画
的
に
整
備
を
し
て
い
る
―

町
長

問
　

幹
線
道
路
か
ら
住

宅
地
へ
進
入
道
路

（
法
定
外
道
路
な
ど
）
の
点

検
・
整
備
に
つ
い
て
は

町
長
町
長　
点
検
・
整
備
は
、

担
当
課
で
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
整
備
が
必
要

な
個
所
等
が
あ
れ
ば
、
住
宅

地
の
路
地
等
の
法
定
外
道
路

に
つ
い
て
も
計
画
的
に
整
備

を
し
て
い
る
。

問
　

防
災
や
高
齢
者
対

策
で
は
、
各
課
の
連

携
が
必
要
と
思
う
が
、
緊
急

車
両
の
進
入
困
難
な
道
路
が

あ
る
か

町
長
町
長　
六
戸
町
で
は
、
緊

急
車
両
が
対
応
で
き

な
い
道
路
は
な
い
。

問
　

要
望
に
対
し
て
の

改
修
、
計
画
は

町
長
町
長　
今
ま
で
に
お
い
て
、

町
内
会
や
地
域
か
ら

の
要
望
が
あ
れ
ば
調
査
の
上
、

優
先
順
位
を
決
め
て
計
画
的

に
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
も
こ
れ
ま
で
同
様
、

広
く
町
内
会
や
地
域
か
ら
要

望
を
聞
き
な
が
ら
道
路
の
整

備
を
進
め
た
い
。

農業問題

米価の下落に対して町の支援策は
現在の所、町単独の支援策は考えていない ― 町長

川
かわ

村
むら

 重
しげ

光
みつ
議員

理
し
て
い
る
。
今
ま
で
全
転

作
者
へ
還
元
し
た
こ
と
も
あ

る
が
、
現
在
は
機
械
等
の
購

入
を
し
て
い
る
、
認
定
方
針

作
成
者
の
方
針
参
加
農
業
者

が
お
い
ら
せ
農
業
協
同
組
合

の
組
合
員
と
な
る
こ
と
か
ら
、

お
い
ら
せ
農
協
へ
機
械
等
は

付
与
し
て
い
る
。

問
　

地
域
間
調
整
金
は
、

一
団
体
の
み
の
扱
い

だ
と
す
れ
ば
、
協
議
会
の
会

計
区
分
に
入
れ
な
く
て
も
い

い
の
で
は

町
長
町
長　
他
の
市
町
村
で
は
、

協
議
会
の
会
計
に
入

れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

た
だ
、
町
全
体
の
事
業
だ
か

ら
六
戸
町
協
議
会
で
は
こ
の

よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。

問
　

六
戸
米
は
主
に
業

務
用
米
と
し
て
流
通

し
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド
米
と

し
て
の
展
開
策
が
必
要
で
は

町
長
町
長　
六
戸
町
全
体
で
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
の
評

価
を
高
め
る
こ
と
は
難
し
い
。

個
別
に
展
開
し
て
行
く
こ
と

も
必
要
だ
と
思
う
。
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問
　

昨
年
12
月
定
例
会

の
一
般
質
問
で
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
に
よ
る
特
典
の
掲

載
と
、
宣
伝
の
仕
方
な
ど
を

検
討
す
る
旨
の
回
答
を
頂
い

た
が
、
特
典
に
つ
い
て
掲
載

す
る
お
考
え
は
あ
る
か

町
長
町
長　
当
町
で
は
、
現
在

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

と
し
て
、
概
ね
1
万
円
以
上

の
寄
付
を
さ
れ
た
方
に
対
し
、

感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
、
町

の
特
産
品
の
宣
伝
を
兼
ね
て

「
農
産
品
詰
め
合
わ
せ
」
を

お
送
り
し
て
い
る
。

　

特
典
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
宣
伝
す
る
か
に

つ
い
て
は
、
政
府
が
こ
の
制

度
を
拡
充
す
る
方
針
で
あ
る

こ
と
も
考
慮
し
、
平
成
27
年

度
よ
り
実
施
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。

問
　

東
京
六
戸
会
の
会

合
等
で
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
の
理
解
と
呼
び
か
け

を
す
べ
き
で
は
な
い
か

町
長
町
長　
私
自
身
、
毎
年
度

開
催
さ
れ
る
東
京
六

戸
会
の
総
会
に
お
い
て
Ｐ
Ｒ

し
て
い
る
の
で
、
今
後
と
も

継
続
し
て
呼
び
か
け
し
た
い
。

問
　
「
ろ
く
の
へ
ブ
ラ

ン
ド
推
進
」
に
つ
い

え
て
の
、
こ
れ
ま
で
の
経
過

と
事
業
の
内
容
は

町
長
町
長　
「
ろ
く
の
へ
ブ
ラ

ン
ド
推
進
事
業
」
は
、

長
芋
・
に
ん
に
く
・
シ
ャ
モ

ロ
ッ
ク
等
の
生
産
資
源
の
産

品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
、

販
売
宣
伝
の
強
化
及
び
新
た

な
加
工
品
の
開
発
・
流
通
販

ふるさと納税と六戸ブランド特産品の開発
今後、ＰＲとブランド推進に努めたい ― 町長

杉
すぎ

山
やま

 茂
しげ

夫
お
議員

売
体
制
の
確
立
に
向
け
、
今

年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
で
す
。

　

今
年
度
は
、
町
観
光
協
会

の
役
員
会
に
お
い
て
ブ
ラ
ン

ド
推
進
の
体
制
等
に
協
議
を

重
ね
、
7
月
に
観
光
協
会
関

係
者
の
ほ
か
、
農
業
者
、
商

業
関
係
者
を
加
え
、（
仮
称
）

ろ
く
の
へ
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事

業
準
備
委
員
会
を
発
足
し
た
。

　

10
月
に
は
東
京
都
の
中
野

区
で
行
わ
れ
た
「
青
森
人
の

祭
典
2
0
1
4
東
北
復
興
大

祭
典　

な
か
の
」
に
出
店
し
、

町
の
産
品
の
紹
介
、
販
売
を

実
施
し
て
い
る
。

　

今
年
度
中
に
組
織
の
正
式

名
称
を
定
め
る
ほ
か
、
有
識

者
を
招
い
て
の
勉
強
会
や
先

進
地
研
修
な
ど
の
事
業
計
画

を
企
画
・
立
案
中
で
あ
る
と

伺
っ
て
い
る
。

問
　

弘
前
城
改
修
の
一

口
城
主
の
よ
う
に
、

六
戸
ブ
ラ
ン
ド
事
業
や
特
産

品
開
発
に
活
用
す
る
目
的
と

明
示
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

活
か
せ
な
い
か

町
長
町
長　
ふ
る
さ
と
で
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
活
動

し
て
い
る
人
々
と
、
ふ
る
さ

と
納
税
で
貢
献
す
る
人
の
コ

ラ
ボ
が
理
想
で
す
。

問
　

ろ
く
の
へ
ブ
ラ
ン

ド
推
進
事
業
を
図
る

に
あ
た
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

組
織
化
と
今
後
の
事
業
の
見

通
し
は

町
長
町
長　
現
在
、
ブ
ラ
ン
ド

推
進
事
業
準
備
委
員

会
で
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け

て
、
一
生
懸
命
話
し
合
い
を

し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
農
業
・
商

業
の
連
携
が
始
ま
り
、
人
づ

く
り
と
い
う
要
素
も
含
め
て

動
き
出
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

将
来
的
に
は
、
観
光
協
会

内
の
イ
ベ
ン
ト
部
門
と
並
ぶ

「
ブ
ラ
ン
ド
推
進
部
門
」
と

い
う
よ
う
な
位
置
づ
け
を
想

定
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
組
織
化
に
つ
い
て
は
、
そ

の
活
動
の
中
で
気
運
が
高
ま

れ
ば
町
と
し
て
支
援
し
た
い
。

問
　

特
産
品
の
開
発
を

進
め
る
た
め
、
町
特

産
の
野
菜
等
を
使
っ
た
「
わ

が
家
の
漬
物
」・「
わ
た
し
の

ス
イ
ー
ツ
」
等
の
コ
ン
ク
ー

ル
や
料
理
レ
シ
ピ
の
募
集
な

ど
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用

す
る
考
え
は

町
長
町
長　
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事

業
準
備
委
員
会
に
お

い
て
、
来
年
度
の
事
業
計
画

の
中
で
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の

開
催
を
協
議
し
て
い
る
の
で
、

実
施
さ
れ
た
場
合
に
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
募

集
、
案
内
を
し
た
い
。



（
前
文
よ
り
抜
粋
）

　

議
会
は
「
町
民
憲
章
」
の
も
と
、「
恵
み
の
大
地
と
人
が

結
び
合
う
、
や
す
ら
ぎ
と
感
動
の
定
住
拠
点
・
六
戸
」
の

実
現
に
向
け
、
水
と
緑
の
優
れ
た
自
然
や
特
色
あ
る
農
業

を
は
じ
め
と
す
る
本
町
の
特
性
・
資
源
を
最
大
限
に
生
か

し
て
、
人
と
人
、
町
民
と
行
政
が
協
働
し
て
「
暮
ら
す
場

所
」
と
し
て
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、
活
力
と
交
流
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
と
町
民
の
幸
せ
を
願
い
、
こ
こ
に
最
高

規
範
と
な
る
条
例
を
制
定
す
る
。

※
条
文
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
条
例
の
ポ
イ
ン
ト

　

町
民
・
町
各
団
体
と
の
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

を
通
じ
、
町
民
の
声
を
町
の
政
策
へ
反
映
さ
せ
ま
す
。

　

議
会
広
報
の
充
実
や
各
委
員
会
等
の
公
開
を
含
め
、

議
会
の
活
動
が
み
え
る
よ
う
情
報
の
公
開
に
努
め
ま
す
。

　

一
般
質
問
は
、
よ
り
深
い
議
論
に
す
る
た
め
原
則
一

問
一
答
方
式
と
し
、
ま
た
、
町
長
等
は
反
問
す
る
こ
と

が
で
き
る
活
発
な
討
議
を
目
指
し
ま
す
。

六
戸
町
議
会
基
本
条
例

町民町民に開かれた開かれた議会議会をめざしてめざして

開
か
れ
た
議
会

町

民

参

加

活
発
な
討
議
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1212
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、「
六
戸

月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、「
六
戸

町
議
会
基
本
条
例
」
が
提
案
さ
れ
、
全
会

町
議
会
基
本
条
例
」
が
提
案
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
し
、
本
年

一
致
で
可
決
し
、
本
年
11
月月
11
日
か
ら
施

日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
と
は
、
議
会
の
基
本
理

　

議
会
基
本
条
例
と
は
、
議
会
の
基
本
理

念
や
議
員
及
び
議
会
運
営
に
関
す
る
基
本

念
や
議
員
及
び
議
会
運
営
に
関
す
る
基
本

的
な
事
項
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
町
民

的
な
事
項
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
町
民

の
代
表
と
し
て
よ
り
信
頼
さ
れ
る
議
会
と

の
代
表
と
し
て
よ
り
信
頼
さ
れ
る
議
会
と

議
員
個
々
の
意
識
改
革
、
資
質
の
向
上
を

議
員
個
々
の
意
識
改
革
、
資
質
の
向
上
を

図
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
町
民
の
皆
さ
ん

図
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
町
民
の
皆
さ
ん

に
開
か
れ
た

に
開
か
れ
た
身
近
な

身
近
な
議
会
を
目
指
す
た
め

議
会
を
目
指
す
た
め

の
も
の
で
す
。

の
も
の
で
す
。

　

本
条
例
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、

　

本
条
例
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、

一
連
の
議
会
改
革
の
検
討
か
ら
始
ま
り
、

一
連
の
議
会
改
革
の
検
討
か
ら
始
ま
り
、

こ
れ
ま
で

こ
れ
ま
で
33
年
近
く
に
わ
た
り
議
員
で
構

年
近
く
に
わ
た
り
議
員
で
構

成
す
る
専
門
の
検
討
委
員
会
を
設
け
協

成
す
る
専
門
の
検
討
委
員
会
を
設
け
協

議
・
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

議
・
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
延
べ

　

本
条
例
は
、
延
べ
1515
回
に
わ
た
り
協
議

回
に
わ
た
り
協
議

し
、
専
門
講
師
の
指
導
も
仰
ぎ
な
が
ら
、

し
、
専
門
講
師
の
指
導
も
仰
ぎ
な
が
ら
、

こ
の
た
び
の
制
定
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
制
定
に
至
り
ま
し
た
。

　

制
定
条
文
の
内
容
で
は
、
議
会
報
告
会

　

制
定
条
文
の
内
容
で
は
、
議
会
報
告
会

の
開
催
や
一
般
質
問
で
の
一
問
一
答
方
式

の
開
催
や
一
般
質
問
で
の
一
問
一
答
方
式

の
採
用
な
ど
、
す
で
に
運
用
さ
れ
て
い
る

の
採
用
な
ど
、
す
で
に
運
用
さ
れ
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
条
例
の
施
行

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
条
例
の
施
行

を
機
に
、
新
た
な
議
会
改
革
の
ス
タ
ー
ト

を
機
に
、
新
た
な
議
会
改
革
の
ス
タ
ー
ト

と
い
た
し
ま
す
。

と
い
た
し
ま
す
。

専門講師を迎えての研修会専門講師を迎えての研修会

六戸町議会基本条例制定　県内市町村で 6番目六戸町議会基本条例制定　県内市町村で 6番目

町民町民にに開かれた開かれた議会議会ををめざしてめざして



第１回報告会（平成26年２月14日）

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き　　
（（
2626
年年
９９
月
〜
月
〜
1111
月
）
月
）

9　

月

10　

月

11　

月

11 ろくのへ議会だより　No. 83

■日時
　平成27年２月13日（金）　午後６時

■場所
　六戸町文化ホール１階　多目的ホール

■内容
　12月定例会で可決制定された「六戸町議
会基本条例」の説明及び議会活動報告を中
心に行います。

※どなたでも参加できますので、お誘い合わ
せの上おいでください。
　皆様の声をぜひ、お聞かせください。

１
日　

議
会
運
営
委
員
会

１
日　

産
業
民
生
常
任
委
員
会

１
日　

総
務
常
任
委
員
会

３
日　

八
戸
・
十
和
田
・
奥
入
瀬
ラ

イ
ン
整
備
促
進
に
関
す
る
要

望
活
動

３
日　

主
要
地
方
道
三
沢
十
和
田
線

整
備
促
進
に
関
す
る
要
望
活

動

４
日　

平
成
26
年
第
３
回
町
議
会
定

例
会　
　
　
　
　
（
〜
11
日
）

４
日　

六
戸
秋
ま
つ
り　
（
〜
７
日
）

７
日　

青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
反

省
会

９
日　

決
算
特
別
委
員
会（
〜
10
日
）

11
日　

議
会
広
報
委
員
会

12
日　

第
61
回
六
戸
町
敬
老
会

18
日　

十
和
田
地
区
「
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
」
総
決
起
大
会

3
日　

議
会
広
報
委
員
会

4
日　

青
森
中
央
学
院
大
学
特
別
講

座

7
日　

議
会
広
報
委
員
会

10
日　

議
会
広
報
委
員
会

12
日　

六
戸
町
社
会
福
祉
大
会
・
社

協
ま
つ
り

15
日　

産
業
民
生
常
任
委
員
会

15
日　

総
務
常
任
委
員
会

27
日　

小
松
ケ
丘
保
育
園
新
築
工
事

安
全
祈
願
祭

28
日　

正
副
議
長
、事
務
局
長
研
修
会

31
日　

第
3
回
上
北
郡
町
村
議
会
議

長
会
定
例
会

1
日　

メ
イ
プ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会

1
日　

メ
イ
プ
ル
タ
ウ
ン
フ
ェ
ス
タ

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

6
日　

三
沢
地
区
衛
生
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会

7
日　

全
員
協
議
会

10
日　

郡
町
村
議
会
議
長
会
研
修

（
〜
11
日
）

12
日　

第
58
回
町
村
議
会
議
長
全
国

大
会

18
日　

知
事
を
囲
む
行
政
懇
談
会

19
日　

八
戸
地
域
県
境
不
法
投
棄
問

題
対
策
協
議
会
総
会

21
日　

青
森
県
高
規
格
道
路
建
設
促

進
期
成
会
総
会

28
日　

上
北
郡
町
村
議
会
議
員
研
修

会

29
日　

青
森
中
央
学
院
大
学
特
別
講

座

３月定例会は、３月上旬の予定です。また、３月は予算特別委員会があり、27年度予算
審査を行います。詳しい日程は、議会事務局までお問い合わせください。

六戸町議会事務局　☎０１７６－５５－４５４７（直通）

皆皆さんさん議会議会をを傍聴傍聴にに来来てください。てください。

議会報告会開催のお知らせ



編
集後

記

町や議会に対する中学生の思いを紹介します

期 待
こんなまちづくりにこんなまちづくりに

しますします
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　私には将来の夢がある。それは看護師になることだ。そして、い
つかは六戸町に戻ってきて働きたいと思っている。それから、でき
るものなら大人になっても小学生の時から続けてきたソフトボール
に関わり続けたい。
　先日、社会科の授業で六戸町の財政について勉強した。2012年の
財政力指数は県内40市町村中13位だったが、財政比較分析表を見た
ところ、財政力指数で六戸町よりも上位にいる市町村にも負けない、
県内でもトップを争えるほど健全な町であることが分かった。
　しかし、最近、自分や町の将来について考えた時、女性を始めと
した働く場が少ないのではないかと思うようになった。六戸町はス
ポーツや文化などの施設は充実していると思う。しかし、職場が少
ないため、十和田市や三沢市に通勤している人が多いと聞く。
　六戸町で暮らす全ての人々が今よりもっと生き生きとした生活が
おくれるように、企業誘致や多くの雇用を確保できる取り組み等を
期待している。

六戸中学校　3年

関
せき

川
かわ

哲
てつ

弥
や

さん

　僕は今年の夏休みに姉に会うため、一人で沖縄に行ってきた。エ
メラルドに輝く海や中国の影響を受けた独自の文化は魅力的だった。
　飛行機を乗り継いで行くと沖縄と同様に六戸町も日本の端に位置
していることを実感した。
　でも、故郷を遠く離れることで、この町の良さにも気づくことが
できた。奥入瀬川と緑豊かな大地。八戸市、十和田市、三沢市に囲
まれた有利な地理的条件。近隣市町村の中で最も立派な運動公園が
あり、夏は僕の好きなサッカーをする環境が整っている事などだ。
　しかし、ただ一つ残念な点がある。それは冬に運動公園が使えな
いことだ。時々、ドームがあれば冬でも思いっきりサッカーができ
るのになあと思う。そうなれば僕だけでなく、多くの六戸町民に
とって厳しく長い冬を、今よりもっとポジティブに過ごせるし、こ
の町に生まれ育ったことに誇りが持てるのではないかと思う。五戸
や上北につくれて、六戸に作れないこともないと思っている。

六戸町の良さに気づく

企業誘致や雇用の場を期待

六戸中学校　3年

木
き

村
むら

ま みさん

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
災
害
の
多

い
年
で
し
た
が
、
今
年
こ
そ
良

き
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

　

光
陰
矢
の
如
し
と
申
し
ま
す

が
、
私
達
議
会
広
報
委
員
の
任

期
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と
四
カ

月
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
行
で
十
五
回
目
と

な
り
ま
す
。
い
つ
も
町
民
が
見

や
す
い
広
報
を
目
指
し
て
、
全

委
員
で
検
討
改
良
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
が
、
少
し
で
も
満
足

し
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
と
も
ご
理
解
あ
る
ご
愛

読
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

下　

田　

敏　

美

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
河　

野　
　
　

豊

副
委
員
長　
杉　

山　

茂　

夫

委　
　

員　
川　

村　

重　

光

下　

田　

敏　

美

高　

坂　
　
　

茂

附　

田　

輝　

雄

発
行
責
任
者

議　
　

長　
苫
米
地　

繁　

雄


